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● 区長提出議案として、令和４年度大田区一般会計補正予算（第５次）、宣言案、
条例案、条例の一部改正案、報告など36件が提出されました（詳細は、６～
７面に掲載）。

● 議員提出議案として、条例案３件、条例の一部改正案１件が提出されました
（詳細は、７面に掲載）。

● 請願・陳情は、審議の結果、不採択10件、そのほかは継続審査となりました
（請願・陳情の結果は、７面に掲載）。

　大田区議会は、令和４年第４回定例会を11月29日から12月
８日までの10日間の会期で開きました。
　定例会では、区政の各分野における課題について、17名の
議員が質問し、議論しました（詳細は、２～５面に掲載）。

鉄道と魅力的な
まちづくり宣言を可決

　年頭に当たり、大田区議会を
代表して新年のご挨拶を申し上
げます。
　昨年は、これまでより感染力
の強いオミクロン株の拡大など、
新型コロナウイルス感染症への
様々な対応が求められる中、急
激な円安や物価高騰により、区
民生活や区内経済は大きな影響
を受けた年となりました。

　この状況に対応するため、区は、ワクチン接種を含め、区民福
祉の増進に向け、区民の皆様の生活及び社会経済活動に関する支
援を進めております。区議会では、第３回定例会において、オミ
クロン株に対応した新型コロナワクチンの接種体制に係る経費や
経済対策・物価高騰対策などが盛り込まれた補正予算を可決する

など、区民の皆様の生命と暮らしを守るため、取り組んできました。
　また、ロシア連邦によるウクライナへの軍事侵攻や北朝鮮によ
る相次ぐ弾道ミサイルの発射により、安全な区民生活が脅かされ
ております。昨年３月４日には「ロシア連邦によるウクライナへ
の軍事侵攻を非難し断固抗議する決議」を全会一致にて可決し、
10月４日には北朝鮮によるミサイル発射に対する抗議声明を出
すなど、安全な区民生活を守るため、時機を逸することなく議決
機関としての役割を果たしてまいりました。
　本年も、子どもから高齢者まで全ての区民に寄り添いながら、
感染症対策、生活支援、経済対策に取り組み、一丸となってこの
難局を乗り越えていくことができるよう、全力を尽くしてまいり
ます。
　令和５年が区民の皆様にとって希望に満ちた一年となるよう願
いますとともに、皆様のご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げ
ます。

議　長
鈴木 隆之

副議長
田村 英樹

年頭のご挨拶

　今号の１面イラストは、新春に行われるはしご乗りの様子をイメージしております。はしご乗りは、区内のとび組合が手掛ける伝統行事で、約６メートルの竹でできたはしごの上で披露する妙技
は観客を魅了しています。
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録画中継
本会議などの様子を録画したテレビ中継映像
をインターネットで配信しています。

2詳しくは、区議会ホームページの会議録をご覧ください。詳しくは、区議会ホームページの会議録をご覧ください。 質問と答弁は、質問者がまとめた要旨を掲載しています。質問と答弁は、質問者がまとめた要旨を掲載しています。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
８

波
対
策
に
つ
い
て

問
第
８
波
に
関
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
、
区
民
の
安
全
・
安

心
を
守
る
の
か
伺
う
。

答
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
再
編
で
代
表
番

号
を
一
本
化
し
、
区
民
の
相
談
が
確
実

に
区
へ
つ
な
が
る
体
制
と
す
る
。
医
師

会
と
連
携
し
外
部
委
託
で
オ
ン
ラ
イ
ン

・
電
話
診
療
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
医
療
に
つ
な
が
る
体
制
を
強
化
す

る
。
感
染
拡
大
防
止
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
経
済
活
動
と
両
立
さ
せ
る
た
め
の

感
染
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い

て問
福
祉
の
充
実
と
持
続
性
の
確
保
に
つ

い
て
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

答
複
合
化
・
重
度
化
し
た
課
題
に
対
し
、

区
が
中
心
と
な
り
関
係
機
関
を
ま
と
め
、

支
援
体
制
を
強
化
し
て
い
く
。
大
田
区

の
強
み
で
あ
る
地
域
で
の
様
々
な
活
動

を
い
か
し
、
予
防
的
な
支
援
に
も
力
を

入
れ
て
い
く
。
本
格
実
施
に
向
け
、
限

り
あ
る
財
源
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が

ら
、
地
域
力
で
支
え
る
大
田
区
版
の
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
構
築
を
推

進
し
て
い
く
。

公
共
交
通
施
策
に
つ
い
て

問
新
空
港
線
の
整
備
と
沿
線
の
ま
ち
づ

く
り
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は
、
多
摩

川
線
沿
線
住
民
の
理
解
と
応
援
が
欠
か

せ
な
い
。
沿
線
住
民
の
思
い
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
な
が
ら
、
丁
寧
に
事
業

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

答
多
摩
川
線
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
な
ど
を
行
い
、
沿
線
住
民
の
理

解
の
も
と
、
い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま

え
、
新
空
港
線
の
整
備
と
ま
ち
づ
く
り

の
双
方
に
よ
る
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
、

多
摩
川
線
沿
線
地
域
の
更
な
る
発
展
を

目
指
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
つ
い
て

問
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
含
め
た
行

政
手
続
き
の
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
化
実
現

に
向
け
取
り
組
み
を
加
速
し
て
ほ
し
い
。

答
完
全
な
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
行
政
処
分
と
し
て
の
通
知

・
承
認
の
電
子
化
を
条
例
と
し
て
位
置

付
け
る
必
要
が
あ
る
。
条
例
・
規
則
の

制
定
・
改
正
も
踏
ま
え
て
、
実
施
に
向

け
た
環
境
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

子
育
て
・
教
育
施
策
に
つ
い
て

問
出
生
率
や
関
連
す
る
指
標
な
ど
の

「
見
え
る
化
」
に
取
り
組
み
、
ま
た
、

未
婚
化
・
晩
婚
化
、
有
配
偶
出
生
率
の

低
下
に
至
る
要
因
を
分
析
し
、
地
域
の

事
情
を
踏
ま
え
た
実
効
性
あ
る
施
策
を

分
野
横
断
的
に
展
開
で
き
る
体
制
の
構

築
を
求
め
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
現
状
把
握
及
び
課
題
抽
出
の
た
め
、

未
婚
者
を
含
め
た
子
育
て
世
代
の
意
向

の
聴
取
や
理
想
的
な
子
ど
も
の
数
と
現

在
の
子
ど
も
の
数
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
聴
取

し
、
そ
の
調
査
結
果
を
精
緻
に
分
析
す

る
こ
と
で
区
の
現
状
と
課
題
を
正
確
に

把
握
し
て
い
く
。
分
析
や
課
題
把
握
に

基
づ
き
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
を
正
確
に
捉

え
、
関
係
部
局
の
更
な
る
連
携
の
強
化

を
図
り
つ
つ
分
野
横
断
的
に
切
れ
目
な

く
展
開
し
て
い
く
。
子
育
て
世
代
か
ら

選
ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
力
強
く
施

策
を
推
進
し
て
い
く
。

令
和
5
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

問
区
長
は
５
年
度
予
算
編
成
を
ど
の
よ

う
な
考
え
方
で
進
め
て
い
く
の
か
、
展

望
を
伺
う
。

答
５
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た
基
本
方

針
に
お
い
て
、
区
政
を
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
に
導
く
た
め
、
子
育
て
世
代
か
ら
シ

ニ
ア
世
代
ま
で
い
き
い
き
と
活
躍
で
き

る
環
境
整
備
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
な

る
公
共
施
設
や
都
市
公
園
の
魅
力
づ
く

り
、
新
空
港
線
整
備
を
契
機
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
効
果
的
な
施
策
に
臆

す
る
こ
と
な
く
財
源
を
投
じ
て
い
く
。

財
政
の
健
全
性
を
堅
持
し
な
が
ら
目
の

前
の
課
題
に
即
応
し
、
か
つ
中
長
期
的

な
視
点
も
欠
か
す
こ
と
な
く
時
代
の
要

請
に
沿
う
積
極
果
敢
な
施
策
展
開
を
図

り
、
区
民
の
期
待
に
応
え
て
い
く
。

区
民
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
つ
い
て

問
「
小
さ
な
充
足
感
・
満
足
感
」
を
積

み
重
ね
、
区
民
の
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
向
上
を
実
感
で
き
る
施
策
を
展
開
し

て
い
く
た
め
、
区
長
は
ど
の
よ
う
な
姿

勢
で
事
業
に
臨
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

答
事
業
の
目
標
を
職
員
に
改
め
て
意
識

付
け
る
こ
と
で
、
人
材
育
成
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
時
代
の
流
れ
に
俊
敏
に

対
応
で
き
る
施
策
立
案
・
評
価
方
法
を

構
築
し
、
更
な
る
組
織
力
の
強
化
を
進

め
て
い
く
。
加
え
て
、
時
代
の
す
う
勢

を
先
取
り
し
、
様
々
な
地
域
課
題
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、
大
田
区
公
民
連
携

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
置

し
、
民
間
企
業
や
学
術
機
関
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
な
ど
の
多
く
の
民
間
事
業
者
と
連

携
を
強
化
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

軍
拡
で
は
な
く
国
際
都
市
お
お
た
の

平
和
の
役
割
に
つ
い
て

問
平
和
や
憲
法
を
守
る
こ
と
を
国
の
専

権
事
項
と
せ
ず
、
自
治
体
の
長
と
し
て
、

国
に
「
平
和
と
憲
法
」
を
守
る
こ
と
を

求
め
る
べ
き
。

答
平
和
都
市
の
実
現
を
進
め
て
い
く
。

区
と
し
て
旧
統
一
協
会
と
の
関
係
を

調
査
し
関
係
を
断
つ
こ
と
に
つ
い
て

問
区
が
旧
統
一
協
会
専
門
窓
口
を
設
置

し
、
被
害
者
救
済
に
全
力
を
尽
く
す
べ

き
。
ま
た
、
団
体
と
一
切
の
関
係
を
断

つ
こ
と
を
区
民
に
宣
言
し
、
区
と
旧
統

一
協
会
の
仲
介
者
を
調
査
し
、
公
人
の

関
わ
り
方
な
ど
の
結
果
を
公
表
す
べ
き
。

答
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

物
価
高
騰
・
新
型
コ
ロ
ナ
第
８
波
か

ら
区
民
の
命
・
暮
ら
し
を
守
る
た
め

の
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
、
そ
し
て
物
価
高
騰
の
今

こ
そ
、
「
住
民
の
暮
ら
し
と
福
祉
を
守

る
」
と
い
う
地
方
自
治
の
原
点
に
立
っ

た
予
算
編
成
へ
改
編
す
べ
き
。

答
区
民
福
祉
の
増
進
を
図
っ
て
い
く
。

問
２
０
２
１
年
度
は
当
初
予
算
で
歳
入

・
歳
出
の
乖
離
が
あ
り
、
財
政
基
金
１

１
８
億
円
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
予
定
し

て
い
た
が
、
決
算
で
は
繰
り
入
れ
は
行

わ
れ
ず
、
逆
に
財
政
基
金
へ
の
積
み
立

て
を
行
っ
た
。
財
源
不
足
に
名
を
借
り

た
福
祉
に
関
す
る
予
算
な
ど
の
削
減
の

事
務
事
業
見
直
し
は
、
や
め
る
べ
き
。

答
持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
を
進
め
る
。

問
公
契
約
条
例
を
制
定
し
、
ま
た
、
行

政
管
轄
で
働
く
非
正
規
労
働
者
も
含
む

全
労
働
者
の
時
給
を
１
５
０
０
円
以
上

に
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

答
公
契
約
条
例
の
制
定
や
時
給
の
下
限

額
を
定
め
る
予
定
は
な
い
。

問
総
務
省
か
ら
の
通
知
に
あ
る
よ
う
に
、

区
が
競
争
入
札
に
よ
り
契
約
を
締
結
す

る
場
合
、
消
費
税
免
税
事
業
者
が
不
利

益
に
な
ら
な
い
よ
う
求
め
る
。

答
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

問
区
民
の
福
祉
を
守
る
地
方
自
治
体
と

し
て
、
介
護
保
険
制
度
改
悪
を
中
止
す

る
よ
う
国
に
求
め
る
べ
き
。

答
引
き
続
き
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

問
区
と
し
て
、
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
所
の

拡
大
、
症
状
が
あ
る
人
へ
の
速
や
か
な

検
査
体
制
・
医
療
体
制
の
強
化
、
自
宅

療
養
者
・
濃
厚
接
触
者
へ
の
対
策
を
強

化
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
。

答
引
き
続
き
、
適
時
適
切
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
推
進
す
る
。

問
被
用
者
保
険
に
は
な
い
均
等
割
保
険

料
は
多
子
世
帯
に
、
負
担
が
よ
り
重
く

な
り
、
他
の
医
療
保
険
制
度
に
加
入
す

る
区
民
と
比
べ
不
公
平
で
あ
る
。
未
就

学
児
の
均
等
割
保
険
料
は
２
０
２
２
年

４
月
か
ら
半
減
し
た
が
、
ま
ず
児
童
医

療
費
助
成
制
度
に
合
わ
せ
、
18
歳
ま
で

の
均
等
割
保
険
料
を
無
料
に
す
べ
き
。

答
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問
新
空
港
線
整
備
と
そ
れ
に
絡
め
た
沿

線
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
住
民
の
命
・
暮

ら
し
を
脅
か
す
。
白
紙
撤
回
を
求
め
る
。

答
新
空
港
線
の
早
期
整
備
を
目
指
す
。

問
落
下
物
が
無
く
な
ら
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
羽
田
空
港
の
機
能
強
化
・
増
便
・

新
飛
行
ル
ー
ト
は
事
故
が
起
き
る
前
に

中
止
す
る
こ
と
を
国
へ
求
め
る
べ
き
。

答
引
き
続
き
、
落
下
物
へ
の
対
策
に
万

全
を
期
す
よ
う
国
に
求
め
て
い
く
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
を
、
の
び
の

び
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

問
小
学
校
の
35
人
学
級
の
前
倒
し
と
併

せ
、
中
学
校
の
35
人
学
級
を
早
急
に
実

現
す
べ
き
。

答
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
段
階
的
な

35
人
学
級
化
を
実
現
し
て
い
く
。

問
教
員
不
足
に
対
し
て
、
都
教
育
委
員

会
任
せ
に
せ
ず
、
多
す
ぎ
る
業
務
量
の

削
減
な
ど
、
区
が
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を

と
る
こ
と
を
求
め
る
。

答
新
た
な
人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
、

党
区
議
団
の
試
算
で
は
約
19
億
円
あ
れ

ば
実
現
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

区
は
、
２
０
２
２
年
の
決
算
特
別
委
員

会
で
「
実
施
に
つ
い
て
は
自
治
体
の
判

断
で
で
き
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
速

や
か
に
実
施
す
べ
き
。

答
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

問
実
態
に
合
っ
た
保
育
士
配
置
基
準
へ

の
引
き
上
げ
を
国
に
求
め
、
区
は
独
自

の
基
準
に
引
き
上
げ
る
べ
き
。

答
国
や
都
の
動
向
を
注
視
す
る
。

＊大田区公民連携ＳＤＧｓプラットフォーム（２面３段36行目）
　企業・団体・大学などの多様な主体が集い、大田区をフィール
ドに地域課題の共有と解決に向けたアイデアや行動を議論できる
場のことを指す。
＊ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）（３面２段・36行目）
　2050年カーボンニュートラルや、2030年の国としての温室効
果ガス排出削減目標の達成に向けた取り組みを経済成長の機会と
捉え、排出削減と産業競争力の向上の実現に向けて、経済社会シ
ステム全体を変革することを指す。

用 語 解 説

）

質
問
と
答
弁
は
、
質
問
者
が
ま
と

め
た
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
野
　
元
祐

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

区
民
生
活
満
足
度
を
向
上
し

選
ば
れ
る
自
治
体
へ

杉
山
　
公
一

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
・
経
済
を

立
て
直
す
緊
急
対
策
を

議会ライブ中継のご案内
　本会議及び予算・決算特別委員会の様子を、
デジタルサイネージ（電子看板）などでライブ中
継しております。中継をご覧になれる施設は、
次のとおりです。
●区役所本庁舎１階ロビー
●特別出張所（18か所）
●大田区産業プラザPiO
●大田区総合体育館

※大田区民ホール・
アプリコにつきまして
は、令和５年２月28日
（予定）まで工事に伴
う全館休館のため、議
会ライブ中継を中止し
ております。
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会議録検索システム
区議会の会議録を検索・閲覧できるシステ
ムを区議会ホームページに掲載しています。

3 詳しくは、区議会ホームページの会議録をご覧ください。詳しくは、区議会ホームページの会議録をご覧ください。 質問と答弁は、質問者がまとめた要旨を掲載しています。質問と答弁は、質問者がまとめた要旨を掲載しています。

総
合
経
済
対
策
に
つ
い
て

問
岸
田
首
相
は
事
業
規
模
約
72
兆
円
の

総
合
経
済
対
策
を
発
表
し
た
。
政
府
の

経
済
対
策
へ
の
区
長
の
決
意
を
伺
う
。

答
区
は
生
活
と
経
済
を
支
え
る
た
め
、

国
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
着
実
に
進
め
て

い
く
。
本
定
例
会
で
は
子
育
て
世
帯
支

援
を
主
眼
に
し
た
第
５
次
補
正
予
算
案

を
提
出
し
た
。
お
お
た
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
臨
時
特
別
給
付
金
や
出
産
・
子

育
て
応
援
金
の
支
給
を
実
施
す
る
。

感
染
防
止
と
医
療
崩
壊
に
つ
い
て

問
新
型
コ
ロ
ナ
第
８
波
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
同
時
流
行
を
防
ぐ
た
め
、
両
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答
年
内
の
接
種
完
了
が
重
要
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
を
増

加
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
高
齢
者
・

小
児
へ
の
接
種
を
支
援
す
る
こ
と
で
希

望
者
の
年
内
接
種
に
取
り
組
む
。

問
同
時
流
行
の
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、

初
期
の
対
策
は
自
分
で
行
う
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
軽
症
者
に
は
自
宅
療
養
を
依
頼
し
て

い
る
。
今
後
も
軽
症
の
場
合
は
、
患
者

自
身
に
よ
る
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
呼
び
か
け
、
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
よ

う
尽
力
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
公
明
党
は
子
育
て
支
援
を
筆
頭
に
要

望
書
を
区
長
に
提
出
し
た
。
選
ば
れ
る

自
治
体
を
目
指
す
区
長
の
決
意
を
伺
う
。

答
子
育
て
世
代
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
を

目
指
す
た
め
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
面
の

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
、
関

係
機
関
や
地
域
関
係
者
と
連
携
を
強
化

し
、
子
ど
も
政
策
の
充
実
に
取
り
組
む
。

障
が
い
者
と
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

問
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
と
要
介
護
認

定
の
親
が
同
一
家
族
の
場
合
、
災
害
時

の
対
応
に
つ
い
て
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
取
り
組
み
、

現
状
把
握
を
進
め
て
い
る
。
個
々
の
課

題
を
踏
ま
え
た
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

老
い
じ
た
く
推
進
事
業
に
つ
い
て

問
自
身
の
終
活
は
遺
族
へ
の
思
い
や
り

に
通
じ
る
。
今
後
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
に
つ
い
て
、
区
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
将
来
に
備
え
、
老
い
じ
た
く
推
進
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
区
民
の
身
近
な

地
域
で
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

重
層
的
包
括
連
携
支
援
に
つ
い
て

問
女
性
を
中
心
に
、
非
正
規
の
被
雇
用

者
が
休
業
や
解
雇
・
雇
止
め
な
ど
に
よ

り
生
活
困
窮
に
陥
る
世
帯
が
拡
大
し
て

い
る
。
区
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答
試
験
的
に
実
施
し
て
い
る
重
層
的
支

援
会
議
を
踏
ま
え
、
早
期
に
課
題
を
把

握
し
、
包
括
的
支
援
体
制
を
進
め
る
。

地
域
社
会
の
参
加
型
支
援
に
つ
い
て

問
地
域
社
会
へ
の
参
加
は
自
己
肯
定
感

の
向
上
や
社
会
復
帰
に
効
果
が
あ
る
。

生
活
弱
者
の
孤
立
防
止
に
つ
い
て
伺
う
。

答
社
会
的
に
孤
立
し
て
い
る
方
へ
の
支

援
は
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
や
地
域
参

加
の
創
出
が
重
要
で
あ
る
。
地
域
社
会

と
つ
な
が
る
場
の
創
出
に
取
り
組
む
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困

対
策
と
地
域
の
連
携
に
つ
い
て

問
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
生
活
に
困
難
を

抱
え
る
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
や
、
地

域
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

答
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
目
で

子
育
て
世
帯
を
守
る
体
制
も
重
要
で
あ

る
。
地
域
団
体
な
ど
と
の
連
携
で
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く
。
今
後
も
子

ど
も
の
利
益
の
た
め
に
取
り
組
む
。

Ｄ
Ｘ
と
Ｇ
Ｘ
に
つ
い
て

問
試
験
運
用
の
電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

利
点
や
、
環
境
意
識
の
向
上
を
図
る
電

動
清
掃
車
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

答
産
廃
情
報
が
電
子
化
さ
れ
、
法
令
遵

守
・
適
正
運
用
・
事
務
効
率
化
が
み
ら

れ
る
。
電
動
清
掃
車
は
、
国
の
補
助
事

業
を
視
野
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
の

係
機
関
と
連
携
を
よ
り
深
め
、
地
域
の

方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

問
蒲
田
に
お
け
る
犯
罪
・
迷
惑
行
為
を

抑
止
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
の
強
化
の

余
地
は
ま
だ
多
く
あ
る
と
考
え
る
。
区

の
考
え
を
伺
う
。

答
計
画
的
な
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
ま

ち
の
景
観
を
乱
す
看
板
規
制
な
ど
に
よ

り
、
犯
罪
行
為
を
起
こ
し
づ
ら
い
、
犯

罪
者
が
寄
り
付
き
に
く
い
ま
ち
を
作
り

上
げ
る
視
点
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
ま
ち
の
安
全
性

を
高
め
、
犯
罪
の
発
生
を
抑
制
す
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
若
い
方

や
女
性
な
ど
、
誰
も
が
安
心
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

防
災
に
つ
い
て

問
首
都
直
下
型
地
震
や
水
害
な
ど
の
震

災
被
害
か
ら
の
災
害
復
興
と
い
う
観
点

に
対
す
る
事
前
復
興
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
区
の
考
え
を
伺
う
。

答
区
内
18
特
別
出
張
所
の
町
会
長
会
議

な
ど
で
事
前
復
興
の
重
要
性
な
ど
を
個

別
に
説
明
し
て
い
る
。
今
後
は
地
域
の

方
と
協
働
で
行
う
事
前
復
興
訓
練
の
具

体
的
な
内
容
を
検
討
し
、
災
害
時
に
お

い
て
も
、
都
市
機
能
の
早
期
回
復
が
図

れ
る
よ
う
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
現
在
の
消
防
団
の
充
足
率
を
鑑
み
、

有
事
の
際
に
消
防
団
へ
期
待
す
る
役
割

の
変
化
に
つ
い
て
、
区
の
認
識
を
伺
う
。

答
区
内
の
消
防
団
員
の
確
保
や
活
動
力

の
向
上
は
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

現
在
、
都
知
事
か
ら
、
大
規
模
地
震
発

生
時
に
お
け
る
特
別
区
消
防
団
の
消
火

活
動
能
力
を
向
上
さ
せ
る
方
策
に
つ
い

て
諮
問
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

実
践
的
な
震
災
活
動
の
訓
練
・
教
育
の

在
り
方
や
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え

た
入
団
促
進
活
動
な
ど
に
つ
い
て
議
論

を
重
ね
て
い
る
。
消
防
団
は
地
域
防
災

の
要
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
り
、

特
に
大
規
模
地
震
発
生
時
の
消
火
活
動

に
は
大
き
く
期
待
を
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
、
令
和
４
年
11
月
5
日
に
開
催

さ
れ
た
都
消
防
団
操
法
大
会
に
お
い
て
、

田
園
調
布
消
防
団
（
第
８
分
団
）
が
優

勝
し
た
こ
と
は
、
と
て
も
心
強
く
感
じ

て
い
る
。
訓
練
に
対
す
る
地
域
の
方
の

理
解
や
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
も
、

地
域
を
守
る
消
防
団
へ
の
期
待
そ
の
も

の
で
、
今
後
も
東
京
消
防
庁
と
連
携
を

深
め
、
区
内
消
防
団
の
ま
す
ま
す
の
発

展
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
く
。

た
め
、
導
入
へ
の
検
討
を
重
ね
る
。

積
立
基
金
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

問
条
例
改
正
の
意
図
に
つ
い
て
伺
う
。

答
新
空
港
線
の
ほ
か
、
沿
線
の
ま
ち
づ

く
り
に
も
活
用
で
き
る
財
源
確
保
の
た

め
、
条
例
改
正
の
議
案
を
提
出
し
た
。

区
の
観
光
政
策
に
つ
い
て

問
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
観
光
政

策
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
込

み
に
つ
い
て
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
観
光
を
通
じ
て
区
内
産
業
を
支
援
す

る
た
め
の
観
光
政
策
を
進
め
て
い
く
。

学
校
教
職
員
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問
教
員
へ
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講

座
は
必
要
だ
が
、
教
員
の
負
担
軽
減
も

重
要
で
あ
る
。
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
子
ど
も
の
自
殺
防
止
は
サ
イ
ン
に
気

付
く
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
教
員
を
対
象
と
し
た
養
成
講
座

の
実
施
も
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
、

教
員
と
子
ど
も
を
守
る
手
立
て
も
講
じ

る
。
子
ど
も
の
命
が
失
わ
れ
な
い
よ
う

教
員
を
支
援
し
て
い
く
。

交
通
不
便
地
域
に
つ
い
て

問
地
域
特
性
に
合
っ
た
方
法
を
議
論
し
、

区
内
に
残
る
公
共
交
通
不
便
地
域
の
解

消
に
向
け
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対

応
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
い
か
が
か
。

答
地
域
特
性
に
合
っ
た
交
通
手
段
と
し

て
、
新
た
な
取
り
組
み
で
あ
る
デ
マ
ン

ド
型
交
通
の
実
証
実
験
を
検
討
し
て
い

る
。
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
を

参
考
に
交
通
事
業
者
と
の
事
前
調
整
を

十
分
に
行
い
、
新
た
な
交
通
手
段
の
導

入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

蒲
田
の
治
安
に
つ
い
て

問
区
の
中
心
地
で
あ
る
蒲
田
の
治
安
に

つ
い
て
懸
念
を
持
っ
て
い
る
が
、
現
状

に
対
す
る
認
識
を
伺
う
。

答
区
民
の
治
安
の
向
上
へ
の
期
待
は
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
警
察
署
な
ど
の
関

椿
　
　真
一

大
田
区
議
会
公
明
党

総
合
経
済
対
策
の
恩
恵
が

隅
々
ま
で
ゆ
き
渡
る
政
策
を
！

松
原
　
　元

令
和
大
田
区
議
団
（
無
所
属
５
＋
維
新
１
）

区
内
交
通
の
改
善
と
、

区
民
の
安
全
を
期
す
区
政
を
願
う

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

令
和
４
年
の
冬
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

感
染
対
策
の
一
環
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
接
種
を
勧
奨
し
て

お
り
ま
す
。
4
年
11
月
28
日
現
在
、
約

12
万
人
の
方
が
接
種
を
完
了
し
て
お
り
、

秋
開
始
接
種
が
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま

す
。

●
公
民
連
携
の
取
り
組
み

4
年
11
月
28
日
、
区
と
キ
ヤ
ノ
ン
株

式
会
社
、
キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の
三
者
に
よ
る
包

括
連
携
協
定
を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
キ
ヤ
ノ
ン
株
式

会
社
と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
会
場
と
し
て
の
施
設
借
用
に
ご
協

力
い
た
だ
く
な
ど
連
携
を
図
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
包
括
連
携
協

定
の
締
結
を
契
機
に
、
更
に
連
携
を
深

め
、
地
域
活
性
化
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
4
年
12

月
12
日
に
は
「
大
田
区
公
民
連
携
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
設
置
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
民
間
企
業
や
学

術
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
多
く
の
民

間
事
業
者
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア

や
行
動
を
議
論
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

考
え
て
お
り
ま
す
。

●
新
空
港
線
整
備

4
年
10
月
14
日
に
、
整
備
主
体
と
な

る
「
羽
田
エ
ア
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン
株
式
会

社
」
を
設
立
し
、
新
た
に
大
き
な
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
区

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
会
社
が
円

滑
に
事
業
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備

現
在
、
建
設
工
事
を
進
め
て
い
る

（
仮
称
）
大
森
北
四
丁
目
複
合
施
設
は
、

入
新
井
第
一
小
学
校
と
複
合
化
し
、
学

校
教
育
機
能
や
各
施
設
の
機
能
が
連
携

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
相

乗
効
果
を
通
じ
て
地
域
力
の
更
な
る
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
（
仮
称
）

田
園
調
布
せ
せ
ら
ぎ
公
園
体
育
施
設
は
、

地
域
の
方
々
が
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く

り
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ

る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
の
拠
点
と
し

て
ま
い
り
ま
す
。

●
老
い
じ
た
く
推
進
事
業

４
年
度
は
老
い
じ
た
く
相
談
会
や
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
の
実
施
回
数
や
定
員
増
な

ど
、
拡
充
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

更
に
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
4
年

10
月
28
日
に
老
い
じ
た
く
講
演
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
講
師
の
弁
護
士
の

方
か
ら
老
い
じ
た
く
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

沿
っ
て
、
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た

だ
き
、
老
い
じ
た
く
を
始
め
る
き
っ
か

け
づ
く
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

松原 忠義
区長

区長
挨拶
（抜粋）

ホームページのご案内
　議会の新着情報や議
員名簿、会議日程などを
お知らせしています。ぜ
ひご活用ください。

簡単
 アクセス！

大田区議会 検索
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ࢧ
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ब
࿑
ࢧ
ԉ

Ω
Ỿ
Ϧ
Ξ
ڭ
ҭ
ͳ
Ͳ
ỏ


ͷ
ͮ
͘
Γ
ا
ۀ
͕
ू
ੵ
͢
Δ
େ
ా
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ͳ
Β
Ͱ

ͷ
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ԉ
ͷ
ࡏ
Γ
ํ
Λ
ỏ

࢈
ۀ
෦

ͱ
࿈
ܞ
͠
ͯ
ங
͍
ͯ

Β
͍

ͨ
͍
ͱ
ߟ
͑
Δ
͕
ỏ
۠
ͷ
ݟ
ղ
Λ

͏
Ố


ࠓ
ޙ
、
産
業
の
ま
ち
大
田
の
ڧ
Έ
を

い
か
し
な
が
ら
、
ए
手
人
ࡐ
の
育
成
֬

保
に
ͭ
な
͛
て
い
け
る
よ
う
、
ϑ
ラ
ッ

ト
お
お
た
を
ڌ

に
औ
り

Μ
で
い
く
。


ࠓ
ޙ
ỏ
ए
ऀ
͕

ࡦ
ͮ
͘
Γ
ͷ
ա
ఔ

ʹ
ੵ
ۃ
త
ʹ
ؔ
༩
͠
ͯ
͍
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͏
ͳ



Έ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ݕ
౼
͠
ͯ
͍
͘

͖

ͱ
ߟ
͑
Δ
͕
ỏ
۠
ͷ
ݟ
ղ
Λ

͏
Ố


ࠓ
ޙ
、
政
ࡦ
ࡦ
定
ஈ
֊
に
お
け
る
ए

者
ࢀ
ը
の


Έ
を
ڧ
化
し
、
࣮
情
に

د
り
ఴ
っ
た
支
ԉ
に

め
て
い
く
。

ߴ
ྸ
者
の
ॅ
Έ
ସ
͑
ࢧ
ԉ
ʹ
ͭ
͍
ͯ


ࠓ
ޙ
ỏ
৽
ͨ
ʹ
ủ
ॅ
Έ
ସ
͑
Ứ
ͱ
͍

͏
ࢹ

Ͱ
༷
ʑ
ͳ
૬
ஊ
ମ
੍
Λ
ߏ
ங
͠

ͯ
͍
͘
͜
ͱ

ỏ
ॏ
ཁ
ͳ
औ
Γ

Έ
ʹ

ͳ
Δ
ͱ
ߟ
͑
Δ
͕
ỏ
۠
ͷ
ݟ
ղ
Λ

͏
Ố


ॅ
Έ
ସ
え
支
ԉ
に
係
る
ط
ଘ
の
੍
度

の
利
用
が
े
分
で
な
い
こ
と
は
ೝ
識
し

て
い
る
。
ࠓ
ޙ
、
移
ॅ
・
ॅ
Έ
ସ
え
支

ԉ
ػ
ߏ
の
ủ
Ϛ
イ
ϗ
ー
ム
आ
上
͛
੍
度

な
Ͳ
、
੍
度
प
知
を
一

ਐ
め
て
い
く
。

ϥ
ϯ
υ
η
ϧ
の
ॏ
͞


ʹ
ͭ
͍
ͯ


ϥ
ϯ
υ
η
ϧ
ớ
ܞ
ߦ

Ờ
ͷ
ॏ
͞



ʹ
ͭ
͍
ͯ
ỏ
ڭ
ҭ
ҕ
һ
ձ
͕
ض
ৼ
Γ


ͱ
ͳ
ỳ
ͯ
ỏ
վ
ળ
ࡦ
Λ
ݕ
౼
͠
ͯ


Β
͍
ͨ
͍
͕
ỏ
۠
ͷ
ݟ
ղ
Λ

͏
Ố


֤
学
校
の
工

事
ྫ
を
共
༗
し
、
よ

り
良
い
方
法
を
ݕ
౼
す
る
な
Ͳ
、
ܞ
行


の
ॏ
ྔ
の

減
に
औ
り

Μ
で
い
く
。


ϥ
ϯ
υ
η
ϧ
Λ
ܰ
͘
͢
Δ
ͨ
Ί
ͷ
ൈ

ຊ
త
ͳ
ର
ࡦ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ݕ
౼
Λ
ਐ
Ί

ͯ

Β
͍
ͨ
͍
͕
ỏ
۠
ͷ
ݟ
ղ
Λ

͏
Ố


児
童
の
ܞ
行
手
ஈ
に
ͭ
い
て
は
、
ラ

ン
υ
η
ル
に
限
っ
て
い
な
い
。
両
手
が

空
き
、
ొ
下
校
の
ࡍ
の
安
全
・
安
৺
を

֬
保
す
る
こ
と
が
ୈ
一
で
͋
る
。
ࠓ
ޙ
、

ラ
ン
υ
η
ル
以
֎
の
ܞ
行
手
ஈ
も
可


で
͋
る
こ
と
を
丁
ೡ
に
प
知
す
る
よ
う
、

খ
学
校
と
࿈
ܞ
し
て
い
く
。

小
ๆ
　༝
ࢬ

େ
ా
۠
ٞ
ձ
公
໌
ౘ

ߴ
ྸ
者
の
อ
݈
事
ۀ
ͱ
հ
ޢ
予

の

一
ମ
త
࣮
ࢪ
ʹ
ͭ
͍
ͯ


ߴ
ྸ
ऀ
ʹ
ର
͠
ỏ
ઐ

৬
ʹ
Α
Δ



ܕ
ࢧ
ԉ
͕
ඞ
ཁ
Ͱ
͋
Δ
ͱ
ߟ
͑
Δ
͕
ỏ

۠
ͷ
ݟ
ղ
Λ

͏
Ố


ݱ
ࡏ
、
ઐ

職
が
ग़
લ
ߨ
࠲
な
Ͳ
を

行
っ
て
お
り
大
変

ධ
で
͋
る
。
Ҿ
き

ଓ
き
関
係
֤
՝
が
࿈
ܞ
し
、

域
資
ݯ

を
い
か
し
な
が
ら
伴

ܕ
支
ԉ
を
ؚ
め
、

ߴ
ྸ
者
の
保
݈
事
業
と
հ
護
༧

を
ਐ

め
て
い
く
。


۠

͜
ͷ
Ұ
ମ
Խ
Λ
Ͳ
ͷ
Α
͏
ʹ
ड

͚
ࢭ
Ί
ͯ
͍
͘
ͷ
͔

͏
Ố


ࠓ
ޙ
も
ߴ
ྸ
者
が
݈
߁
で
自
立
し
た

ੜ
活
を
ૹ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
༷

ʑ
な
औ
り

Έ
を
ਐ
め
て
い
く
。

Ϡ
ϯ
ά
έ
Ξ
ϥ
ồ
ࢧ
ԉ
ʹ
ͭ
͍
ͯ


͜
Ͳ

Ո
ఉ
ி
ͷ

ઃ
Λ
ड
͚
ỏ
Ϡ

ϯ
ά
έ
Ξ
ϥ
ồ
ࢧ
ԉ
ର
ࡦ
ͷ
औ
Γ

Έ

ʹ
ͭ
͍
ͯ
ỏ
۠
ͷ
ݟ
ղ
ͱ
ܾ
ҙ
Λ

͏
Ố


Ϡ
ン
グ
έ
ア
ラ
ー
の
ݱ
ঢ়

Ѳ
と
ซ

ͤ
て
、
本
人

प
ғ
の
方
が
、
Ϡ
ン
グ

έ
ア
ラ
ー
に
ͭ
い
て
正
し
く
理
ղ
し
、

ؾ

く
こ
と
が
で
き
る
ޮ
Ռ
的
な
प
知

も
大
変
ॏ
要
で
͋
る
と
ߟ
え
て
い
る
。

ૣ
期
に
ൃ
見
し
、
ద

な
支
ԉ
に
ͭ
な

͛
る
た
め
に
は
、
多
ػ
関
・
多
職
छ
の

࿈
ܞ
が
ෆ
可
ܽ
で
͋
る
。
ࠃ
が
ࣔ
し
た

Ϡ
ン
グ
έ
ア
ラ
ー
支
ԉ
Ϛ
ニ
ỿ
ア
ル


ア
η
ス
ϝ
ン
ト
γ
ー
ト
な
Ͳ
の
活
用
を

ؚ
め
、
部
ہ
間
及
び
関
係
ػ
関
と
の
一


の
情
報
共
༗
を
ਤ
っ
て
い
く
。
ࠓ
ޙ
、

区
も
ࠃ
の
方

を
౿
ま
え
、
Ϡ
ン
グ
έ

ア
ラ
ー
当
事
者
の
৺


家

の
ঢ়
گ

に
د
り
ఴ
っ
た
支
ԉ
の
ࡏ
り
方
に
ͭ
い

て
ݕ
౼
し
て
い
く
。

۠

த
খ
ا
ۀ
の
ࢧ
ԉ
ʹ
ͭ
͍
ͯ


ς
ồ
Ϛ
Λ
ઃ
͚
ͯ
Ϟ
σ
ϧ
ࣄ
ۀ
Λ
ߦ

͏
͜
ͱ

ỏ
ͦ
Ε
ʹ
࿈
ಈ
͢
Δ
৽
ͨ
ͳ

ൃ
৴
ํ
๏
Λ
औ
Γ
ೖ
Ε
Δ
͜
ͱ
Λ
ఏ
Ҋ

͢
Δ
͕
ỏ
۠
ͷ
ݟ
ղ
Λ

͏
Ố


新
た
な
ൃ
৴
方
法
な
Ͳ
も
औ
り
ೖ
Ε
、

Ҿ
き
ଓ
き
、
区
内
企
業
の


・
ٕ
ज़

を
広
く
̥
̧
す
る
ࡍ
に
テ
ー
Ϛ
を
設
け

た
見
ͤ
方
を
ޮ
Ռ
的
に
活
用
し
て
い
く
。

ਢ
౻
　ӳ
ࣇ

令

େ
ా
۠
ٞ
ớஂ
無
ॴ
ଐ
̑
ʴ
ҡ
৽
̍
Ờ

Ϛ
ϯ
γ
ἀ
ϯ

ࡂ
ʹ
ͭ
͍
ͯ


ࡂ

ൃ
ੜ
લ
ʹ
Ϛ
ϯ
γ
ἀ
ϯ
શ
ମ
Ͱ

෩
ਫ

ͳ
Ͳ
ʹ
උ
͑
Δ
ඞ
ཁ
͕
͋
Δ
ͱ

ߟ
͑
Δ
͕
ỏ
۠
ͷ
ݟ
ղ
Λ

͏
Ố


大
ܕ

෩
で
ਁ
ਫ
ඃ

に
ૺ
っ
た
Ϛ

ン
γ
ἀ
ン
の
事
ྫ
で
͋
る
が
、

෩
が


ۙ
し
、
ਁ
ਫ
が
ൃ
ੜ
し
た
ࡍ
、
ډ
ॅ

者
が
１
֊
の
ॅ
ށ
の
ಀ
͛

Ε
の
༗
ແ

を
֬
ೝ
し
た
と
こ
Ζ
、
৸
室
に
ಀ
͛


Ε
て
い
る
ॅ
民
１
名
を
ൃ
見
し
た
。
複

数
人
の
ډ
ॅ
者
で
૭
Ψ
ラ
ス
を
ׂ
り
、

そ
の
ॅ
民
の
ٹ
ग़
に
成
ޭ
し
た
。
そ
の

ޙ
、
１
֊
の
ॅ
ށ
は
、

全
に
ਫ

し

た
た
め
、
こ
の
行
動
が
１
֊
の
ډ
ॅ
者

の
命
を
ٹ
っ
た
。
ਙ
大
な
ඃ

を
ड
け

た
に
も
か
か
Θ
ら
ͣ
、
Ϛ
ン
γ
ἀ
ン
内

の
死
者
は
ग़
な
か
っ
た
。
ډ
ॅ
者
の
ػ

හ
な
ର
応
が
ޭ
を

し
、
ま
͞
に
、
Ϛ

ン
γ
ἀ
ン
が
࣋
ͭ
ί
ϛ
ỿ
ニ
テ
ỹ
を
い

か
し
た
ډ
ॅ
者
同
࢜
の
ॿ
け
合
い
の
݁

Ռ
で
͋
る
。
ࡂ

時
に
ډ
ॅ
者
全
員
で

ủ
命
を
क
る
行
動
Ứ
を
と
る
た
め
に

ủ
日
ࠒ
か
ら
إ
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

を
深
め
る
必
要
が
͋
る
。
Ϛ
ン
γ
ἀ
ン

特
༗
の
ػ

を
࠷
大
限
に
活
用
し
た
෩

ਫ

ର
ࡦ
な
Ͳ
、
ډ
ॅ
者
同
࢜
の
ί
ϛ

ỿ
ニ
テ
ỹ
を
い
か
し
た
Ϛ
ン
γ
ἀ
ン


ࡂ
ର
ࡦ
を
一

ਪ
ਐ
し
て
い
く
。
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େ
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͍

ͯ
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վ
Ί
ͯ
ݕ
౼
ঢ়
گ
Λ

͏
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令
和
４
年
度
末
に
ަ

ର

期
間
が

ຬ
ྃ
と
な
る
が
、
分

Μ
施
設
を
支
ԉ

す
る
施
ࡦ
の
必
要
ੑ
を
ೝ
識
し
て
い
る
。

新
規
分

Μ
施
設
の
։
設
を
ଅ
ਐ
す
る

な
Ͳ
、
よ
り
ޮ
Ռ
的
な
प
産
期
ҩ
ྍ
体

੍
の
ॆ
࣮
に

け
、
ݕ
౼
し
て
い
く
。
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ͷ
ݟ
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５
年
度
に
ͭ
い
て
も
保
護
者
の
負
୲

が
૿
え
な
い
よ
う
配
ྀ
し
な
が
ら
、
学

校
給
৯
の
࣭
を
མ
と
す
こ
と
な
く
֬
保

し
て
い
く
こ
と
が
٤
ۓ
の
՝

で
͋
る
。

物
価
の
ਪ
移
な
Ͳ
を

ࢹ
し
な
が
ら
、

時
ػ
を
ҳ
す
る
こ
と
な
く
ద

な
ର
応

が
で
き
る
よ
う
、
支
ԉ
の
期
間

、
よ

り
ޮ

的
・
ޮ
Ռ
的
な
支
ԉ
の
方
ࡦ
も

ؚ
め
て
ݕ
౼
し
て
い
く
。


খ
ֶ
ߍ

ֶ
ಐ
อ
ҭ
Λ
࣮
ࢪ
͠
ͯ
͍

ͳ
͍
ֶ
ߍ
ʹ
͓
͚
Δ
ߍ

࣮
ࢪ
ʹ
ͭ
͍

ͯ
ỏ
ڭ
ҭ
ҕ
һ
ձ
ͷ
ߟ
͑
Λ

͏
Ố


ࠓ
ޙ
、
学
校
内
学
童
保
育
が
ະ
設
置

の
学
校
に
ͭ
い
て
は
、
校
ࣷ
改
ங
な
Ͳ

の
ػ
会
を
ଊ
え
、
学
童
保
育
ス
ϖ
ー
ス

を
֬
保
し
、
学
校
内
学
童
保
育
の
整
備

を
ਐ
め
て
い
く
方

で
͋
る
。
ま
た
、

校
ࣷ
を
改
ங
す
る
༧
定
が
な
い
খ
学
校

に
ͭ
い
て
も
、
学
校
内
施
設
の
利
用
ঢ়

گ
な
Ͳ
を
౿
ま
え
、
関
係
部
ہ
間
で
࿈

ܞ
し
、
学
童
保
育
に
必
要
な
ス
ϖ
ー
ス

を
֬
保
し
、
全
学
校
で
の
࣮
施
に

け

て
औ
り

Μ
で
い
く
。


۠
ͷ
ࢠ
Ͳ

ࢪ
ࡦ
ɾ
ࢠ
ҭ
ͯ
ࢪ
ࡦ
Λ

ࢠ
ҭ
ͯ
ੈ
ଳ
͕

Γ
ỏ
۠
ຽ
ຬ


Λ


্
͞
ͤ
Δ
ͨ
Ί
ʹ

ỏ
۠
ใ
ͷ
ࢠ
ҭ

ͯ
ੈ
ଳ

͚
ྟ
࣌
ಛ
ू
߸
Λ
ૣ
ٸ
ʹ
ग़

͢

͖
ͱ
ߟ
͑
Δ
͕
ỏ
͍
͔
͕
͔
Ố


区
報
௨
常
号
で
の
よ
り
積
ۃ
的
な
情

報
ൃ
৴
に
加
え
、
年
度
途
中
で
支
ԉ
が

ܾ
ま
っ
た
事
業
な
Ͳ
は
区
報
特
ू
号
に

て
Ҋ
内
す
る
な
Ͳ
、
区
報
に
よ
る
情
報

ൃ
৴
の
更
な
る
ॆ
࣮
を
ݕ
౼
す

き
で

͋
る
と
ߟ
え
て
い
る
。
ま
た
π
イ
ッ
λ

ー

̡
̞
̣
̚
な
Ͳ
を
ซ
用
し
、
動
ը

配
৴
に
お
い
て
更
に
工

を
す
る
こ
と

な
Ͳ
も
ݕ
౼
し
て
い
く
。

ߴ
ࢁ
　༤
一�

自
༝
ຽ
ओ
ౘ
େ
ా
۠
ຽ
࿈
߹

۠
ຽ

Ԃ
ʹ
ͭ
͍
ͯ


ࠓ
ޙ
ỏ
۠
ຽ

Ԃ
ͷ

Λ
ҡ
࣋
͠
ỏ

ߋ
ʹ
૿

͠
ͯ
͍
͘
Α
͏
ͳ
͜
ͱ

ߟ

͑
ͯ
͍
Δ
ͷ
͔
ỏ
۠
ͷ
ߟ
͑
Λ

͏
Ố


͋
ら
Ώ
る
可

ੑ
を
ഉ
আ
ͤ
ͣ
、
関

࿈
部
ہ
と
も
࿈
ܞ
し
て
ݕ
ূ
し
て
い
く
。

ま
た
、
ۙ
年
で
は
民
間
事
業
者
に
よ
る

ି
し

園
な
Ͳ
も
૿
え
て
お
り
、
こ
う

し
た
事
業
者
な
Ͳ
と
の
࿈
ܞ
も
ࢹ
野
に

ݕ
ূ
し
て
い
き
た
い
と
ߟ
え
て
い
る
。

ொ
工

の
ٕ
ज़
ʹ
ͭ
͍
ͯ


ϓ
ϩ
δ
ェ
Ϋ
γ
ἀ
ϯ
Ϛ
ỽ
ϐ
ϯ
ά
ࠃ

ࡍ
େ
ձ
Ͱ
त
༩
͞
Ε
ͨ
෭

ϓ
Ϩ
ồ
τ

͕
۠

ொ


ʹ
Α
ỳ
ͯ
࡞
Β
Ε
Δ
͜

ͱ
ʹ
ͳ
ỳ
ͨ
ܦ
Ң

ỏ
ͦ
ͷ
ಛ

ʹ
ͭ

͍
ͯ

͏
Ố


ࠃ
内
༗
数
の
金
ଐ
加
工
の
ू
積

で

͋
る
大
田
区
で


で
き
な
い
か
と
相

談
が
͋
っ
た
。
区
内
の
ݚ
ڀ
։
ൃ
ܕ
の

ϋ
ϒ
企
業
が
౷
ׅ
と
し
て
設
計
を
୲
い
、

ߴ
い
ٕ
ज़
ྗ
を
٧
め
ࠐ
Έ
、
全
９
社
の

企
業
に
ࢀ
加
し
て
も
ら
っ
た
。


加

工
、
ຏ
き
、
ද
面
処
理
な
Ͳ
全
て
が
ߴ

い
࣍
ݩ
で
、

い
ೲ
期
で
ର
応
で
き
た

の
は
区
内
産
業
の
ٕ
ज़
の
ߴ
͞
と
ω
ッ

ト
ϫ
ー
ク
ྗ
が
な
ͤ
る
業
で
͋
っ
た
と

大
変
ߴ
い
ධ
価
を
い
た
ͩ
い
た
。
ࠓ
ճ

の
よ
う
に
部

の
一
部
で
は
な
く
、
࠷

ऴ


を
区
内
企
業
が
࿈
ܞ
し
て

࡞

す
る
こ
と
は
、
区
内
産
業
の
ߴ
い
ٕ
ज़

ྗ
を
ࣔ
す

事
ྫ
と
な
る
。
区
内
企
業

の
ٕ
ज़
の
ߴ
͞
を
見
え
る
化
す
る
な
Ͳ

し
て
、
プ
ロ
Ϟ
ー
γ
ἀ
ン
に
ͭ
な
͛
て

い
き
た
い
と
ߟ
え
て
い
る
。

ಸ
ਢ

　ར
�ߐ

フ
ェ
Ξ
ͳ
ຽ
ओ
ओ
ٛ


খ
ઘ
ߏ

վ
ֵ
ͷ
৽
自
༝
ओ
ٛ
త


ࡦ
ớ
ử
ຽ
Ӧ
Խ
ỏ

ํ

ݖ
ỏ
ن
੍
؇


Ờ
͕
֨
ࠩ
Λ
ੜ
Μ
ͩ
ͱ
ࠃ

ೝ
Ί
ͯ

͍
Δ
Ố
۠

ຽ
Ӧ
Խ
Ͱ

ۚ
͕
Լ
͕
Γ
ỏ


ํ

ݖ
ࡾ
Ґ
Ұ
ମ
վ
ֵ
ͷ
૿
੫
ͳ
Ͳ

Ͱ
۠
ຽ
ෛ
୲
͕
૿
͑
ỏ
ߏ

վ
ֵ
લ
ͱ

ൺ

̍
̍
̔
̑
ԯ
ԁ

૿
ऩ
ͩ
͕
ỏ
ࣾ

ձ
อ
ো
ʹ

Θ
ͳ
͔
ỳ
ͨ
ͨ
Ί
֨
ࠩ
Λ

ੜ
Μ
ͩ
Ố
౦
ژ
ͷ
ฏ
ۉ
ऩ
ೖ

্
Ґ
ͩ

͕
ỏ
੫

ࣾ
ձ
อ
ݥ
ྉ
ỏ
৯
අ
ɾ
ޫ


ਫ
අ
ɾ
ॅ
ډ
අ
ͳ
Ͳ
Λ
Ҿ
͍
ͨ
ख
औ
Γ



ಓ

ݝ
Ͱ
4�
Ґ
Ͱ
͋
Δ
Ố
ߏ

վ

ֵ
Λ
ݩ
ʹ

͠
ỏ
֨
ࠩ
Λ
ੋ
ਖ਼
͢

͖
Ố


ࠃ
の
ߏ

改
ֵ
を
ड
け
と
め
औ
り


Μ
で
き
た
。
ߏ

改
ֵ
に
関
す
る
֨
ࠩ

に
関
し
区
と
し
て

え
る
立
場
に
な
い
。


ا
ۀ
ͷ
ར
५

ٻ
Λ
ڐ
͢
۠
ͷ
公
ຽ

࿈
ܞ
Ͱ
֨
ࠩ
͕
ߋ
ʹ
֦
େ
͠
ͳ
͍
͔
Ố


企
業
と
࿈
ܞ
に

け
て
ର

を
行
う
。

ਗ਼
ਫ
　٠
ඒ


ຊ
共
࢈
ౘ
େ
ా
۠
ٞ
ஂ

ݸ
ਓ
の
ଚ
ݫ
ͱ
ଟ
༷
ੑ
Λ
ೝ
Ί
߹
͏

δ
ỻ
ϯ
μ
ồ
ฏ

の
େ
ా
۠
ʹ
ͭ
͍
ͯ



ͷ
ύ
ồ
τ
φ
ồ
γ
ỽ
ϓ
੍

Ͱ
એ


͠
ͨ
۠
ຽ
͕
ỏ

Ӧ
ॅ

ͷ
ਃ
͠
ࠐ

Έ

Ͱ
͖
ͯ

ỏ
۠
Ӧ
ॅ


ਃ
͠
ࠐ

Ί
ͳ
͍
ͳ
Ͳ
ỏ
े

ͳ
ࢧ
ԉ
Λ
ड
͚
Β

Ε
ͯ
͍
ͳ
͍
Ố
۠

Ͳ
ͷ
Α
͏
ʹ
ର
Ԡ

͢
Δ
ͷ
͔
Ố


ۙ
ྡ
自
治
体
の
動

を

ࢹ
し
、
ର

応
を
ݚ
ڀ
し
て
い
く
。


۠

ύ
ồ
τ
φ
ồ
γ
ỽ
ϓ
੍

Λ
ಋ

ೖ
͢

͖
Ố


੍
度
の
ಋ
ೖ
は
、
法
に
基
づ
く
ࠗ
ҽ

੍
度
と
は
ҟ
な
る
こ
と
に
起
Ҽ
す
る
༷

ʑ
な
՝

が
͋
る
と
ߟ
え
て
お
り
、
৻

質
問
と
答
弁
は
、
質
問
者
が
ま
と

め
た
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ứ

Ứ
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ॅ
ډ
ʹ
ࠔ
ځ
͢
Δ
ߴ
ྸ
者
ͳ
Ͳ
の
ॅ


֬
อ

ࡦ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

͍
の
ͪ
ɾ
҆
શ
ɾ
۠
ຽ
の

Λ
क
Δ

ͨ
Ί
の
ަ
௨

ࡦ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

立
ݑ
ຽ
ओ
ౘ
େ
ా
۠
ٞ
ஂ

ੑ
ผ
ɾ
ੑ
ࠩ
ʹ
ؔ
͢
Δ
ਓ
ݖ
の
ଚ
ॏ

ʹ
ͭ
͍
ͯ



ڷ

ത

ؗ
ͱ
۠
ຽ
׆
ಈ
の
࿈
ܞ
ɾ

ڠ
ಇ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

令

େ
ా
۠
ٞ
ớஂ
無
ॴ
ଐ
̑
ʴ
ҡ
৽
̍
Ờ

৽
ۭ
ߓ
ઢ
Ԋ
ઢ
の
·
ͪ
ͮ
͘
Γ
ʹ
ͭ

͍
ͯ



େ
ా
無
ॴ
ଐ
ͷ
ձ

େ
ా
۠
؍
ޫ
ৼ
ڵ
ϓ
ϥ
ϯ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

౦
ژ

ࡦ
フ
ォ
ồ
ϥ
Ϝ

ࣗ
ࡴ
ର
ࡦ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

۠
の
ର
Ԡ
ʹ
ͭ
͍
ͯ



立
ݑ
ຽ
ओ
ౘ
େ
ా
۠
ٞ
ஂ

ཬ

ʹ
ͭ
͍
ͯ

ए
者
の
ډ

ॴ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

自
༝
ຽ
ओ
ౘ
େ
ా
۠
ຽ
࿈
߹

ࠓ
ޙ
の
ࣗ
࣏
ମ
ܦ
Ӧ
の
ࡏ
Γ
ํ
ʹ
ͭ

͍
ͯ



ߦ

の
α
ồ
Ϗ
ε
ఏ
ڙ


৫
ػ
ߏ

の
改
ֵ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

ߦ

ܦ
Ӧ
ͱ
̞
̩
ٕ
ज़
の
༥
߹
ʹ
ͭ

͍
ͯ

Α
Γ
ޮ
Ռ
త
ͳ
ࢪ
ઃ
α
ồ
Ϗ
ε
ʹ
ͭ

͍
ͯ



ࠓ
ޙ
の
ެ
ຽ
࿈
ܞ
の
ࡏ
Γ
ํ
ʹ
ͭ
͍

ͯਓ
ࡐ
育

ʹ
ͭ
͍
ͯ
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重
に
対
応
し
て
い
く
。

問
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
、
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
で
悩
み
を

抱
え
て
い
る
区
民
へ
の
相
談
体
制
に
つ

い
て
、
区
民
に
寄
り
添
い
、
相
談
し
や

す
く
、
名
称
も
考
慮
し
た
専
門
の
相
談

窓
口
を
設
置
す
べ
き
。

答
他
自
治
体
に
お
け
る
先
進
事
例
な
ど

を
参
考
に
、
よ
り
適
切
な
相
談
体
制
の

在
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

住
居
に
困
窮
す
る
高
齢
者
な
ど
の
住

宅
確
保
政
策
に
つ
い
て

問
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
暮
ら

せ
る
よ
う
、
民
間
住
宅
の
家
賃
補
助
や

借
り
上
げ
を
求
め
る
。

答
現
在
行
う
予
定
は
な
い
。

問
高
齢
者
向
け
の
公
営
住
宅
・
シ
ル
バ

ー
ピ
ア
・
ケ
ア
ハ
ウ
ス
を
増
設
す
る
こ

と
を
求
め
る
。
ま
た
、
公
営
住
宅
に
子

育
て
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
の
若

年
層
が
入
居
で
き
る
施
策
を
求
め
る
。

答
区
営
住
宅
や
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
を
増
設

す
る
予
定
は
な
い
。
区
営
住
宅
の
入
居

機
会
の
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

い
の
ち
・
安
全
・
区
民
の
足
を
守
る

た
め
の
交
通
政
策
に
つ
い
て

問
交
通
不
便
地
域
に
住
ん
で
い
る
区
民

を
支
援
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
運
行
地
域
を
増
や
し
、
ま
た
、
タ
ク

シ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
を
一
刻
も
早
く

進
め
る
べ
き
。

答
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

庄
嶋

孝
広

立
憲
民
主
党
大
田
区
議
団

性
別
・
性
差
に
関
す
る
人
権
の
尊
重

に
つ
い
て

問
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者
の
区
政
参
加
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
区
政
の
様
々
な
分
野
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者
の
参
加
の
在
り
方
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
。

問
生
き
づ
ら
さ
や
生
活
困
難
に
対
処
す

る
重
層
的
支
援
体
制
は
、
女
性
な
ど
へ

の
性
別
・
性
差
に
起
因
す
る
偏
見
・
差

別
・
暴
力
な
ど
の
人
権
の
視
点
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
性
別
・
性
差
を
は
じ
め
人
権
の
視
点

を
持
ち
、
相
談
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援

に
つ
な
が
る
よ
う
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

郷
土
博
物
館
と
区
民
活
動
の
連
携
・

協
働
に
つ
い
て

問
改
正
博
物
館
法
も
踏
ま
え
、
郷
土
博

物
館
は
ま
ち
歩
き
な
ど
に
取
り
組
む
区

民
活
動
団
体
と
の
連
携
・
協
働
を
一
層

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
多
様
な
区
民
活
動
団
体
と
連
携
・
協

働
し
、
地
域
文
化
の
保
存
・
継
承
・
活

用
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
大
森
貝
塚
や
荏
原
台
古
墳
群
な
ど
で
、

近
隣
自
治
体
と
の
博
物
館
連
携
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
多
く
の
自
治
体
と
連
携
・
協
力
関
係

を
築
い
て
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

植
田

智
一

令
和
大
田
区
議
団（
無
所
属
５
＋
維
新
１
）

新
空
港
線
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

問
こ
れ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
の
で
あ
れ
ば
、
10
年
後
、
20
年
後
を

見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
示
す

べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
区
が
考
え
る
沿
線
ま
ち
づ
く
り

構
想
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
伺
う
。

答
構
想
で
は
、
２
０
３
０
年
代
か
ら
２

０
５
０
年
頃
を
見
据
え
、
ま
ち
づ
く
り

に
お
け
る
最
先
端
技
術
の
活
用
や
、
ヒ

ト
を
中
心
と
し
た
駅
前
環
境
の
整
備
な

ど
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
民
間
都
市
開

発
の
機
運
を
醸
成
し
、
官
民
が
連
携
し

た
事
業
の
創
出
を
図
る
と
と
も
に
、
よ

り
利
便
性
が
高
く
、
誰
も
が
安
全
で
快

適
に
過
ご
せ
る
ま
ち
の
構
築
を
目
指
す

こ
と
と
し
て
い
る
。
都
市
の
魅
力
を
向

上
さ
せ
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め

に
は
、
時
代
の
潮
流
を
捉
え
、
魅
力
的

な
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
、
ま

ち
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

馬
橋

靖
世

大
田
無
所
属
の
会

大
田
区
観
光
振
興
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

問
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

を
意
識
し
た
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
合
致

す
る
区
の
観
光
施
策
に
つ
い
て
、
都
内

及
び
一
部
地
域
で
実
証
実
験
が
拡
充
し

て
い
る
電
動
キ
ッ
ク
ス
ケ
ー
タ
ー
の
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
を
区
で
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答
区
で
は
、
羽
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ

テ
ィ
な
ど
に
お
い
て
実
証
実
験
が
行
わ

れ
て
い
る
。
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
が
普
及
す
れ
ば
観
光
客
の

み
な
ら
ず
、
区
民
に
と
っ
て
も
交
通
手

段
の
選
択
肢
が
増
え
、
利
便
性
や
回
遊

性
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
一
方
、
実
施

の
場
所
や
ル
ー
ル
の
整
備
、
安
全
性
の

確
保
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
た
め

関
係
部
局
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
国

や
事
業
者
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

荻
野

　
　稔

東
京
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

自
殺
対
策
に
つ
い
て

問
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
自
殺
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
取

り
組
み
や
見
解
を
伺
う
。

答
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
自
殺

防
止
相
談
事
業
を
令
和
元
年
度
に
開
始

し
た
。
若
い
女
性
の
利
用
割
合
が
高
く
、

増
加
し
て
い
る
若
い
女
性
の
自
殺
防
止

に
有
効
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

区
の
対
応
に
つ
い
て

問
平
成
30
年
度
の
決
算
特
別
委
員
会
で
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
に
つ
い
て
も
力

を
入
れ
て
い
く
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
が
、

現
在
の
状
況
や
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

答
３
年
度
は
新
人
研
修
に
組
み
込
み
、

４
年
度
は
係
長
昇
任
準
備
研
修
、
主
任

昇
任
準
備
研
修
に
も
組
み
込
む
予
定
で

あ
り
、
職
員
の
研
修
履
修
率
は
４
年
度

末
に
は
20
％
を
上
回
る
予
定
で
あ
る
。

小
川
あ
ず
さ

立
憲
民
主
党
大
田
区
議
団

里
親
に
つ
い
て

問
里
親
に
関
す
る
検
討
状
況
を
伺
う
。

答
令
和
４
年
度
か
ら
里
親
分
科
会
を
設

置
し
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。
分
科
会

で
は
、
里
親
の
方
に
も
参
加
し
て
も
ら

い
、
様
々
な
課
題
を
伺
っ
て
い
る
。

問
今
後
の
里
親
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
里
親
の
実
情
を
ま
と
め
、
児
童
相
談

所
開
設
先
行
区
な
ど
の
取
り
組
み
を
参

考
に
し
な
が
ら
里
親
を
支
援
し
て
い
く
。

若
者
の
居
場
所
に
つ
い
て

問
成
年
年
齢
が
18
歳
と
さ
れ
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
若
者
の
孤
立
に
対
し
て
区

の
取
り
組
み
と
周
知
、
連
携
体
制
の
整

備
及
び
今
後
の
拡
大
に
つ
い
て
伺
う
。

答
区
は
フ
ラ
ッ
ト
お
お
た
を
４
年
10
月

に
開
設
し
、
義
務
教
育
終
了
後
の
若
者

や
児
童
養
護
施
設
を
退
所
し
た
方
な
ど

が
相
談
で
き
る
窓
口
と
居
場
所
を
併
設

し
た
。
区
内
全
中
学
校
の
３
年
生
及
び

全
高
校
在
校
生
に
Ｐ
Ｒ
カ
ー
ド
を
配
布

し
、
区
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
情
報
発
信
を

行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
大
田
区
子
ど
も

・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
も
設
置
し
て

お
り
、
今
後
も
関
係
機
関
及
び
地
域
の

方
と
連
携
し
、
フ
ラ
ッ
ト
お
お
た
を
拠

点
に
重
層
的
な
支
援
体
制
の
整
備
に
つ

な
げ
て
い
く
。田

中

一
𠮷𠮷

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合

今
後
の
自
治
体
経
営
の
在
り
方
に
つ

い
て

問
民
間
部
門
の
成
長
を
促
し
、
国
力
全

体
を
高
め
、
豊
か
さ
と
希
望
あ
る
未
来

を
描
く
こ
と
が
政
治
と
行
政
の
責
務
で

あ
り
、
自
治
体
経
営
の
本
質
で
あ
る
と

考
え
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
区
は

ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
か
、
考

え
を
伺
う
。

答
公
民
連
携
に
よ
る
民
間
資
源
の
積
極

的
な
活
用
や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

に
よ
る
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上

な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
も
、
新
た
な
成
長
の
一
例
と
な
る

施
策
を
積
極
果
敢
に
展
開
し
、
持
続
可

能
な
自
治
体
経
営
を
実
現
し
て
い
く
。

行
政
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
組
織
機
構

の
改
革
に
つ
い
て

問
限
ら
れ
た
行
政
資
源
の
も
と
、
行
政

ニ
ー
ズ
は
複
雑
化
・
多
様
化
し
、
加
え

て
迅
速
性
や
速
達
性
、
利
便
性
が
求
め

ら
れ
、
自
治
体
経
営
の
難
し
さ
が
一
層

増
し
て
い
く
。
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

や
組
織
機
構
の
改
革
を
更
に
加
速
し
て

進
め
る
べ
き
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え

方
で
進
め
る
の
か
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

答
行
政
が
担
う
べ
き
役
割
の
整
理
、
庁

内
各
部
局
に
よ
る
有
機
的
な
連
携
体
制

が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ

れ
ら
今
後
の
組
織
の
在
り
方
に
求
め
ら

れ
る
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
区
の
更
な

る
発
展
に
資
す
る
組
織
改
革
に
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

行
政
経
営
と
Ｉ
Ｔ
技
術
の
融
合
に
つ

い
て

問
Ａ
Ｉ
な
ど
、
先
端
技
術
の
導
入
に
よ

り
手
作
業
に
よ
る
ミ
ス
が
減
少
し
、
時

間
の
削
減
が
図
ら
れ
、
他
へ
の
サ
ー
ビ

ス
に
注
力
が
可
能
と
な
り
、
更
な
る
区

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
も
の
と

考
え
る
。
行
政
経
営
と
Ｉ
Ｔ
技
術
の
融

合
に
つ
い
て
の
考
え
と
展
望
を
伺
う
。

答
徹
底
的
な
業
務
効
率
化
と
地
域
課
題

の
解
決
、
区
民
の
利
便
性
向
上
な
ど
に

対
し
、
引
き
続
き
、
区
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
て
い
く
。

よ
り
効
果
的
な
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て

問
公
共
施
設
整
備
に
あ
た
り
、
効
率
的

な
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
や
、
複
合
施

設
が
有
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
の
有
機

的
な
連
携
に
よ
る
効
果
的
な
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
視
点
が
新
た
な
自
治
体
経
営
の

柱
の
一
つ
と
考
え
る
が
、
区
の
考
え
を

伺
う
。

答
複
合
化
・
多
機
能
化
な
ど
の
手
法
を

活
用
し
、
各
機
能
の
有
機
的
な
連
携
に

よ
る
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
。
引
き
続
き
、
大
田
区
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
そ
れ

ら
の
手
法
の
効
果
検
証
を
図
り
な
が
ら
、

効
果
的
・
効
率
的
な
公
共
施
設
の
整
備

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
官
民
連
携
を

含
め
た
施
設
運
営
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

今
後
の
公
民
連
携
の
在
り
方
に
つ
い

て問
民
間
企
業
と
の
包
括
的
な
協
定
を
締

結
し
、
横
断
的
か
つ
柔
軟
な
連
携
体
制

を
構
築
し
、
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
行

っ
て
い
く
と
い
う
発
想
が
、
今
後
の
大

田
区
の
更
な
る
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。
今
後
の
公
民
連
携
の

在
り
方
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

答
あ
ら
ゆ
る
行
政
分
野
に
お
い
て
、
民

間
企
業
な
ど
が
有
す
る
力
を
地
域
課
題

の
解
決
に
結
び
付
け
、
区
民
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
大
田
区
の

更
な
る
魅
力
の
向
上
を
実
現
し
て
い
く
。

人
材
育
成
に
つ
い
て

問
将
来
を
見
据
え
た
人
材
育
成
に
向
け

て
、
採
用
か
ら
育
成
を
意
識
し
た
人
事

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
体
系
立
て
た
研
修

の
仕
組
み
な
ど
、
よ
り
実
践
的
な
人
材

育
成
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
考
え
を
伺
う
。

答
今
後
ま
す
ま
す
高
度
化
・
多
様
化
す

る
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、
質
の

高
い
区
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
を
不
断
に

進
め
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

発
揮
で
き
る
自
治
体
運
営
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
引
き
続
き
、
実
践
的
な
人

材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

が
重
要
で
あ
る
。
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◎
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◆
は
賛
成
者
多
数（
��
件
）

■  

۠

ఏ
ग़
ٞ
Ҋ  

■

令
和
４
年
度
補
正
予
算

˗
Ұ
ൠ
ձ
ܭ
ớ
ୈ
̑
࣍
Ờ

　
３
億
６
、
６
３
５
万
２
千
円
減
額
す

る
（
詳
細
は
、
下
部
に
掲
載
）
。

条
例
の
制
定

˗
େ
ా
۠
େ


࢛
ஸ

ෳ
߹
ࢪ
ઃ


ྫ
　
大
田
区
大
森
北
四
丁
目
複
合
施
設
を

設
置
し
、
そ
の
管
理
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
。

˗
େ
ా
۠
ຽ
ϓ
ϥ
β

ྫ
ͷ
ࢪ
ઃ
ͷ
ڙ

༻
ఀ
ࢭ
ʹ
ؔ
͢
Δ

ྫ

　
大
田
区
民
プ
ラ
ザ
の
大
規
模
な
改
修

を
行
う
に
当
た
り
、
当
該
改
修
の
期

間
、
施
設
の
供
用
を
停
止
す
る
。

˗
େ
ా
۠
ݸ
ਓ

ใ
ͷ
อ
ޢ
ʹ
ؔ
͢
Δ

๏

ࢪ
ߦ

ྫ

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
同
法
に
基
づ
く
政
令

等
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な

事
項
を
定
め
る
。

条
例
の
一
部
改
正

˗
େ
ా
۠
ߦ

ख
ଓ
ʹ
͓
͚
Δ
ಛ
ఆ
ͷ

ݸ
ਓ
Λ
ࣝ
ผ
͢
Δ
ͨ
Ί
ͷ
൪
߸
ͷ
ར

༻

ʹ
ؔ
͢
Δ

ྫ

　
個
人
番
号
を
利
用
す
る
事
務
に
お
い

て
利
用
す
る
特
定
個
人
情
報
を
加
え

る
ほ
か
、
規
定
を
整
理
す
る
。

˗
公
ӹ
త
๏
ਓ


ͷ
৬
һ
ͷ

ݣ


ʹ
ؔ
͢
Δ

ྫ

　
新
空
港
線
の
整
備
に
当
た
り
、
任
命

権
者
の
要
請
に
応
じ
て
退
職
し
た
職

員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
定

法
人
に
、
羽
田
エ
ア
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン

株
式
会
社
を
加
え
る
。

˕
৬
һ
ͷ
ಛ
घ
ۈ

ख

ʹ
ؔ
͢
Δ


ྫ
　
児
童
相
談
所
の
業
務
の
う
ち
、
家
庭

訪
問
等
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の

児
童
福
祉
業
務
手
当
の
支
給
額
の
上

限
を
改
め
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す

る
。

˗
େ
ా
۠
ੵ
立
ج
ۚ

ྫ

　
新
空
港
線
整
備
資
金
積
立
基
金
の
名

称
を
新
空
港
線
整
備
及
び
ま
ち
づ
く

り
資
金
積
立
基
金
に
改
め
る
。

˗
େ
ా
۠
ా
Ԃ
ௐ

ͤ
ͤ
Β
͗
ؗ

ྫ

　
体
育
室
及
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

を
新
設
す
る
こ
と
に
伴
い
、
規
定
を

整
備
す
る
。

˗
େ
ా
۠
৽
ו
ా
۠
ຽ
׆
ಈ
ࢪ
ઃ

ྫ

　
大
森
北
区
民
活
動
施
設
を
新
設
す
る

こ
と
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
。

˕
େ
ా
۠
立
ো

ऀ

ࢱ
ࢪ
ઃ

ྫ

　
大
森
東
福
祉
園
の
一
時
移
転
。

˕
େ
ా
۠
自
స
ं

ͷ
ద
ਖ਼
ར
༻
ٴ
ͼ

自
స
ं

ற
ं


උ
ʹ
ؔ
͢
Δ


ྫ
　
指
定
区
域
内
に
お
け
る
、
混
合
用
途

施
設
に
係
る
自
転
車
駐
車
場
の
設
置

基
準
を
改
め
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備

す
る
。

˗
େ
ా
۠
ഇ
غ

ͷ
ݮ
ྔ
ٴ
ͼ
ద
ਖ਼
ॲ

ཧ
ʹ
ؔ
͢
Δ

ྫ

　
廃
棄
物
処
理
手
数
料
及
び
動
物
死
体

処
理
手
数
料
を
改
定
す
る
。

˗
େ
ా
۠


ͷ
څ
ྉ

ʹ
ؔ
͢
Δ


ྫ
　
区
長
及
び
副
区
長
の
期
末
手
当
の
支

給
月
数
を
改
定
す
る
ほ
か
、
令
和
５

年
度
以
降
の
３
月
期
の
期
末
手
当
を

廃
止
し
、
支
給
月
数
を
６
月
期
及
び

1�
月
期
に
均
等
配
分
す
る
。

˗
େ
ా
۠

ࠪ
ҕ
һ
ͷ
څ
༩

ʹ
ؔ
͢

Δ

ྫ

　
常
勤
の
識
見
監
査
委
員
の
期
末
手
当

の
支
給
月
数
を
改
定
す
る
ほ
か
、
令

和
５
年
度
以
降
の
３
月
期
の
期
末
手

当
を
廃
止
し
、
支
給
月
数
を
６
月
期

及
び
1�
月
期
に
均
等
配
分
す
る
。

˕
৬
һ
ͷ
څ
༩
ʹ
ؔ
͢
Δ

ྫ

　
職
員
の
給
料
月
額
及
び
勤
勉
手
当
の

支
給
月
数
を
改
定
す
る
ほ
か
、
令
和

５
年
度
以
降
の
３
月
期
の
期
末
手
当

を
廃
止
し
、
支
給
月
数
を
６
月
期
及

び
1�
月
期
に
均
等
配
分
す
る
。

˗
ձ
ܭ



༻
৬
һ
ͷ
څ
༩
ٴ
ͼ
අ

༻
ห
ঈ
ʹ
ؔ
͢
Δ

ྫ

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
令
和
５
年
度

以
降
の
３
月
期
の
期
末
手
当
を
廃
止

し
、
支
給
月
数
を
６
月
期
及
び
1�
月

期
に
均
等
配
分
す
る
。

˗
େ
ా
۠
ڭ
ҭ
ҕ
һ
ձ
ڭ
ҭ

ͷ
څ
༩


ʹ
ؔ
͢
Δ

ྫ

　
教
育
長
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を

改
定
す
る
ほ
か
、
令
和
５
年
度
以
降

の
３
月
期
の
期
末
手
当
を
廃
止
し
、

支
給
月
数
を
６
月
期
及
び
1�
月
期
に

均
等
配
分
す
る
。

˗
େ
ా
۠
ٞ
ձ
ٞ
һ
ͷ
ٞ
һ
ใ
ु
ỏ
අ

༻
ห
ঈ
ٴ
ͼ
ظ

ख

ʹ
ؔ
͢
Δ


ྫ
　
議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数

を
改
定
す
る
ほ
か
、
令
和
５
年
度
以

降
の
３
月
期
の
期
末
手
当
を
廃
止
し
、

支
給
月
数
を
６
月
期
及
び
1�
月
期
に

均
等
配
分
す
る
。

条
例
の
廃
止

˗
େ
ా
۠
େ

ೆ
࢛
ஸ



Ξ
ύ
ồ

τ

ྫ

　
大
森
南
四
丁
目
工
場
ア
パ
ー
ト
を
民

営
化
す
る
。

契
約
の
締
結

˗
େ
ా
۠
ຽ
ϓ
ϥ
β
ಛ
ఆ
ఱ
Ҫ
վ
म
ͦ

ͷ
ଞ

ࣄ

ෛ
ܖ


	

契
約
金
額
：
14
億
４
、
６
５
０
万
円 

	

契
約
の
相
手
方
：
松
井
・
湯
建
建
設

工
事
共
同
企
業
体

˗
େ
ా
۠
ຽ
ϓ
ϥ
β
ಛ
ఆ
ఱ
Ҫ
վ
म
ͦ

ͷ
ଞ
ి
ؾ
ઃ
උ

ࣄ

ෛ
ܖ


	

契
約
金
額
：
４
億
８
、
８
４
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方
：
永
岡
・
城
南
建
設

工
事
共
同
企
業
体

˗
େ
ా
۠
ຽ
ϓ
ϥ
β
ಛ
ఆ
ఱ
Ҫ
վ
म
ͦ

ͷ
ଞ
ػ
ց
ઃ
උ

ࣄ

ෛ
ܖ


　
契
約
金
額
：
７
億
７
、
０
０
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方
：
日
産
・
城
南
建
設

工
事
共
同
企
業
体

˗
େ
ా
۠
ຽ
ϓ
ϥ
β


র
໌
ઃ
උ
վ

म

ࣄ

ෛ
ܖ


　
契
約
金
額
：
２
億
８
、
８
３
１
万
円 

　
契
約
の
相
手
方
：
東
芝
ラ
イ
テ
ッ
ク

株
式
会
社 

首
都
圏
営
業
部

˗
େ
ా
۠
ຽ
ϓ
ϥ
β


ػ
ߏ
վ
म


ࣄ

ෛ
ܖ


　
契
約
金
額
：
２
億
６
２
５
万
円 

　
契
約
の
相
手
方
：
三
精
テ
ク
ノ
ロ
ジ

　
ー
ズ
株
式
会
社 

東
京
支
店

指
定
管
理
者
の
指
定

　
か
っ
こ
内
は
指
定
管
理
者
の
名
称

　
指
定
期
間
：
令
和
５
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
1�
年
３
月
�1
日
ま
で

˗
େ
ా
۠
੨
গ

ަ
ྲྀ
η
ϯ
λ
ồ

　
（
株
式
会
社
オ
ー
エ
ン
ス
）

˗
େ
ా
۠
立
ฏ

ͷ

ձ
ؗ

　
（
平
和
の
森
会
館
運
営
グ
ル
ー
プ
）

˗
େ
ా
۠
立
େ

౦

ࢱ
Ԃ

　
（
社
会
福
祉
法
人
大
田
幸
陽
会
）

宣
言
の
制
定

˗
మ
ಓ
ͱ
ັ
ྗ
త
ͳ
·
ͪ
ͮ
͘
Γ
એ
ݴ

　
（
７
面
に
全
文
を
掲
載
）

■  

ใ
 ࠂ

■

˔
ຽ
ࣄ
ૌ
ু
ͷ
ఏ
ى
ʹ

Δ
ઐ
ܾ
ॲ


　
建
物
明
渡
し
等
を
求
め
る
訴
え
の
提

起
　
処
分
日
：
令
和
４
年
1�
月
��
日

　
訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
２
６
１
万
３
、

０
６
５
円

˔
۠
ͷ
ٛ

ʹ
ଐ
͢
Δ
ଛ

ഛ
ঈ
ֹ
ܾ

ఆ
ʹ

Δ
ઐ
ܾ
ॲ


　
⑴
区
立
中
学
校
に
お
け
る
負
傷
事
故

　
　
処
分
日
：
令
和
４
年
1�
月
��
日

　
　
賠
償
金
額
：
９
万
2
0
0
円

　
⑵ 

野
球
ボ
ー
ル
の
飛
球
に
よ
る
車
両

損
傷
事
故

　
　
処
分
日
：
令
和
４
年
1�
月
��
日

　
　
賠
償
金
額
：
1�
万
３
、
１
２
０
円

工
事
請
負
契
約
の
専
決
処
分

˔
େ
ా
ୈ
̕
߸
ו
ా
Ӻ
౦
ޱ

Լ
自
స

ं
ற
ं

ࢧ
ো

ఫ
ڈ

ࣄ
ớ

Լ

ߏ


Ờ

ෛ
ܖ


　
処
分
日
：
令
和
４
年
1�
月
1�
日

　
契
約
金
額
を
２
億
７
、
６
４
４
万
４
、

３
０
０
円
か
ら
２
億
８
、
６
５
５
万

２
、
２
０
０
円
に
変
更
す
る
。

˔
େ
ా
۠
立
େ

ୈ
ࣣ
த
ֶ
ߍ
ߍ
ࣷ
վ

ங
ٴ
ͼ
֎
ߏ
ͦ
ͷ
ଞ

ࣄ
ớ
ᶘ
ظ
Ờ

定
例
会
で
決
ま
っ
た
議
案
な
ど
　

第 4 回


ෛ
ܖ


　
処
分
日
：
令
和
４
年
1�
月
��
日

　
契
約
金
額
を
７
億
９
、
５
７
０
万
７
、

０
０
０
円
か
ら
７
億
８
、
７
２
５
万

９
、
０
０
０
円
に
変
更
す
る
。

˔
େ
ా
۠

ॴ
ຊ
ி
ࣷ
ΰ
ϯ
υ
ϥ
ઃ
උ

ຊ
ମ
ߋ
৽

ࣄ

ෛ
ܖ


　
処
分
日
：
令
和
４
年
1�
月
��
日

　
契
約
金
額
を
２
億
２
、
５
４
２
万
３
、

０
０
０
円
か
ら
２
億
２
、
３
９
４
万

９
、
０
０
０
円
に
変
更
す
る
。

˔
େ
ా
۠
立
͓
ͳ
ͮ
͔
খ
ֶ
ߍ
ϓ
ồ
ϧ

վ
म
ٴ
ͼ
ݰ
ؔ
౩
ớ
౩
൪
߸
ᶎ
㿌
̍
ỏ

̎
ỏ
̏
Ờ


ิ
ڧ
ͦ
ͷ
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ࣄ


ෛ
ܖ


　
処
分
日
：
令
和
４
年
1�
月
�7
日

　
契
約
金
額
を
１
億
６
、
９
４
０
万
円

か
ら
１
億
７
、
０
２
８
万
円
に
変
更

す
る
。

■  


໋
ʹ

͏
ಉ
ҙ 

■

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

˕
ਂ
ᖒ
ɹ
Ղ
ݾ

■  

ͦ
ͷ
ଞ 

■

議
員
の
派
遣

˕
̞
̘
̩
Խ
ઌ
ਐ
ٞ
ձ
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派
遣
期
間
：
令
和
５
年
１
月
��
日
か

ら
１
月
�1
日
ま
で

　
派
遣
場
所
：
愛
知
県
知
立
市
、
愛
知

県
安
城
市
、
岐
阜
県
可
児
市

　
派
遣
議
員
：
湯
本
良
太
郎
、

　
岸
田
哲
治
、
深
川
幹
祐
、
松
本
洋
之
、

末
安
広
明
、
杉
山
公
一
、
須
藤
英
児
、

平
野
春
望
、
荻
野
稔

令和４年度一般会計補正予算
（第５次）を可決

ɹୈ̐ճఆྫձʹఏग़͞Εͨ令和̐Ұൠձิܭਖ਼༧ࢉ
ʢୈ̑࣍ʣɺୈ̐ิ࣍ਖ਼༧ࢉฤޙʹੜͨ͡ঢ়گͷมԽʹ
͔ʹରԠ͠ɺ·ͨࣾձࡁܦঢ়گΛ౿·͑ͨରԠʢՁߴಅ
ରࡦʣٴͼࠃͷ૯߹ࡁܦରࡦʹରԠ͢ΔͨΊͷ༧ࢉͱͯ͠ɺ�
ԯ����ສ�ઍԁΛֹ͢ݮΔͷͰ͢ɻࠓճͷҰൠձิܭਖ਼༧
ɺҎԼͷͱ͓ΓͰۀࣄΕ্ͨ͞ܭͰࢉ ʢ͢˛ֹݮʣɻ

一般会計補正予算（第５次）の事業
福祉費
ۀࣄڅۚڅԉಛผࢧ׆ҭͯੈଳੜࢠ
� ��ԯ����ສ�ઍԁ
ɹ�ʢԾশʣ͓͓ͨࢠҭͯੈଳੜࢧ׆ԉྟ࣌ಛผڅۚࢧ
අܦΔʹڅ
ɹ�所ಘͷࢠҭͯੈଳʹର͢Δࢠҭͯੈଳੜࢧ׆ԉಛผ
අܦΔʹڅࢧۚڅ
衛生費
්໘ɾ৽ੜࣇ๚� ̒ԯ����ສ�ઍԁ
ɹ�ʢԾশʣग़産ɾࢠҭͯԠԉۚʹڅࢧΔܦඅ
土木費
߹ྲྀվળஷཹࢪઃඋ� ˛��ԯ����ສ�ઍԁ
ɹ立ઃஔʹࣄΔܦඅͷݮ

　令和4年11月1�日、大田区と友
好都市の長野県東ޚ市から東ޚ市
議会訪問ஂ1�名が大田区議会を訪
れました。当日は、大田区議会に
おける議会改ֵや議会の*$5化に
ついて説明を行い、タϒϨット
末のಋೖによる議会ӡӦ上のペー
パーϨス化のޮ果及び現状の課題
などについて意見交換を行いまし
た。また、࠙ஊの中では東ޚ市が
、やச産物ڥつ๛かな自વ࣋
大田区の産業の集積地としてのӋ
田Πϊベーγϣンγティのׂな
ど幅広い野について情報交換を
行い、今後も更なる友好を深めて
いくことを確認しました。

長野県東御市議会
から

大田区議会に来訪
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7

宮城県東松島市議会・
秋田県美郷町議会を親善訪問

期　　間 令和４年10月31日（月）から11月２日（水）まで
訪問都市 宮城県東松島市、秋田県美郷町
訪問議員 高瀬三徳、大森昭彦、鈴木隆之、渡司幸、海老澤圭介、松本洋之、田村英樹、

椿真一、田島和雄、佐藤伸、杉山公一、三沢清太郎、須藤英児、庄嶋孝広

　議長、副議長をはじめ、自民・公明・共産・令和・立憲の５会派、14名で、宮城県東松島市議会及び秋田県美郷町議会を訪問しました。大田区は東松島市及び
美郷町と友好都市提携並びに防災協定を締結しており、訪問当日は、東松島市では渥美巖市長、小野幸男議長、美郷町では松田知己町長、森元淑雄議長をはじめ両
都市の多くの方から温かい歓迎を受けました。
　東松島市では、令和４年３月に起きた地震の対応や今後の課題などについて説明
いただきました。また、東日本大震災の記録、復興状況などを紹介している東松島
市震災復興伝承館を訪れ、現在の復興状況について学びました。
　美郷町では、様々な文化や事業などによる幅広い交流の重要性について意見交換
を行い、今後の多方面における交流について検討しました。また、美郷町の観光資
源の一つである六郷湧水群を訪れ、友好都市のきっかけでもある「六郷」の街並み
を体感しました。
　今回の親善訪問によって、今後も更なる友好を深めていくことを確認しました。 東松島市議会議場にて 美郷町役場にて

○：賛成　×：反対　棄権：表決に加わらなかった

第4回 定例会 意見が異なった議案に対する各会派の態度一覧 自 公 共 令 立 フ
ェ 無 フ

ォ 結果

令和４年度補正予算 一般会計（第５次） 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決

条例の制定
大田区大森北四丁目複合施設条例 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 可決
大田区民プラザ条例の施設の供用停止に関する条例 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決
大田区個人情報の保護に関する法律施行条例 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 可決

条例の一部改正

大田区行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 可決
公益的法人等への職員の派遣等に関する条例 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × 可決
大田区積立基金条例 〇 〇 × 〇 × × 〇 × 可決
大田区田園調布せせらぎ館条例 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決
大田区新蒲田区民活動施設条例 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 可決
大田区廃棄物の減量及び適正処理に関する条例 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 可決
大田区長等の給料等に関する条例 〇 〇 × 〇５

棄権1 〇 × 〇 〇 可決

大田区監査委員の給与等に関する条例 〇 〇 × 〇５ 
棄権1 〇 × 〇 〇 可決

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 可決
大田区教育委員会教育長の給与等に関する条例 〇 〇 × 〇５ 

棄権1 〇 × 〇 〇 可決

大田区議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例 〇 〇 × 〇５ 
棄権1 〇 × 〇 〇 可決

条例の廃止 大田区大森南四丁目工場アパート条例 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 可決

契約の締結

大田区民プラザ特定天井改修その他工事請負契約 〇14
除斥1※ 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決

大田区民プラザ特定天井改修その他電気設備工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決
大田区民プラザ特定天井改修その他機械設備工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決
大田区民プラザ舞台照明設備改修工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決
大田区民プラザ舞台機構改修工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 可決

指定管理者の指定
大田区青少年交流センター 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 可決
大田区立平和の森会館 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 可決
大田区立大森東福祉園 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 可決

宣言の制定 鉄道と魅力的なまちづくり宣言 〇 〇 × 〇 × × 〇 〇 可決

議員提出議案
大田区国民健康保険条例の一部を改正する条例 × × 〇 × 〇 〇 × × 否決
大田区おとしより介護応援手当条例 × × 〇 × × 〇 × × 否決
大田区世帯向家賃助成に関する条例 × × 〇 × 〇 〇 × × 否決
大田区学校給食費助成条例 × × 〇 × 〇 〇 × 〇 否決

第4回 定例会 委員会付託された請願・陳情の結果
今定例会で委員会付託された請願・陳情の結果は以下のとおりです。

審査結果

総務財政委員会

再審法改正の促進を求める意見書を国会・政府に提出す
ることを求める陳情 不採択

大森西２丁目の東京都大田福祉工場宿舎跡地の暫定的
利用についての陳情 不採択

民主主義・立憲主義の基盤である思想・良心の自由、
請願権等を守る為の陳情 不採択

健康福祉委員会 介護保険制度の改善を求める陳情 不採択

まちづくり環境委員会 ゴミの収集時間に関する陳情 不採択
多摩川河川敷に関する陳情 不採択

議会運営委員会
大田区議会ホームページでの請願・陳情審査結果開示方
法に関する陳情 継続

大田区議会議員の政務活動費に関する支払明細書及び
領収書のネット公開を求める陳情 不採択

交通臨海部活性化
特別委員会

コミュニティバスに関する陳情 不採択
バス会社がバス停に上屋（屋根）とベンチを設置する
際の費用の補助金交付を求める陳情 不採択

羽田空港対策特別委員会 大騒音のみならず危険を伴うＢ滑走路西向き離陸を中
止・撤回してほしいと願う陳情 不採択

自…自由民主党大田区民連合 ⒂
公…大田区議会公明党 ⑽

共…日本共産党大田区議団 ⑺
令…令和大田区議団（無所属5＋維新1）⑹

 立 …立憲民主党大田区議団 ⑶
フェ…フェアな民主主義 ⑴

 無 …大田無所属の会 ⑴
フォ…東京政策フォーラム ⑴

会派名
（所属議員数）

　つなげていこう　環境に優しい　鉄道ネットワークを　つなげていこう　環境に優しい　鉄道ネットワークを　つなげていこう　環境に優しい　鉄道ネットワークを
　つくっていこう　鉄道とともに発展する　おおたのまちを
　のこしていこう　人が交流しにぎわう　魅力的なまちを

　東京国際（羽田）空港を擁し、多様な産業が織りなし成長
してきた大田のまち。その発展を支えた鉄道網。現代におい
ても、鉄道は、環境に優しく人々の生活に欠かせない利便性
の高い公共交通である。
　大田のまちが将来にわたり持続的に発展するよう、鉄道　大田のまちが将来にわたり持続的に発展するよう、鉄道
ネットワークをさらに充実させ、夢あふれ誰からも選ばれる
都市「おおた」を目指した魅力的なまちづくりに取り組むこ
とを宣言する。
　　　令和４年12月21日

大田区

鉄道と魅力的なまちづくり宣言鉄道と魅力的なまちづくり宣言
～夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市夢あふれ誰からも選ばれる都市

「おおた」を目指して～「おおた」を目指して～「おおた」を目指して～「おおた」を目指して～「おおた」を目指して～「おおた」を目指して～「おおた」を目指して～「おおた」を目指して～「おおた」を目指して～「おおた」を目指して～「おおた」を目指して～「おおた」を目指して～「おおた」を目指して～

※地方自治法第117条の規定により、当該議案の議事に加われないこと。
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自民 自由民主党大田区民連合 ☎5744-1480
公明 大田区議会公明党 ☎5744-1488
共産 日本共産党大田区議団 ☎5744-1477
令和 令和大田区議団（無所属５＋維新１） ☎5744-1718
立憲 立憲民主党大田区議団 ☎5744-1475
フェア民 フェアな民主主義 ☎5744-1469
無所属 大田無所属の会 ☎5744-1675
フォーラム 東京政策フォーラム ☎5744-1285

謹 賀 新 年




